
令和７年度

学校要覧 2025

中学校区一貫教育校園

玉野市立荘内中学校
〒７０６－０１４３ 玉野市木目１３７３番地

ＴＥＬ（０８６３）７１－１０４９
ＦＡＸ（０８６３）７１－１０４６
Ｅメール jhs-shonai＠ednet.tamano.okayama.jp

昭和 22. 4. 8

      22. 4.28

      25.10. 2

       29. 4. 1

      29. 5.29

       30. 9. 1

       33. 4. 4

      46. 3.22

      55. 3.31

      57. 2.28

      58. 2.28

      59. 2.29

      59. 4.17

 平成 元. 4. 1

        6. 3.15

        8. 5. 1

        9.11.15

       10. 8.12

       15. 3. 4

      17.11.24

       18. 4．1

      21. 8.20

      23. 2.28

 28. 4. 1

 28.11. 1

       29. 4. 1

 29. 4. 1       

29.12.27

令和 元. 8.23

2.3.31

3.2末

令和  3.4.1

3.11.30

4.9.24

5.4.1

7.2.14

7.4.7

岡山県児島郡荘内村立荘内中学校開設

開校式（職員８名，生徒２７２名）

第１線校舎落成

玉野市・荘内村合併により、玉野市立荘内中学校に校名変更

第２線校舎落成

自転車置き場新設、運動場拡張

運動場竣工

体育館竣工

新校舎土地造成工事竣工

校舎改築第１期工事竣工(第１線校舎)

校舎改築第２期工事竣工(第２線校舎及び昇降口・給食室)

校舎改築第３期工事竣工(体育館、便所、渡り廊下)

校舎改築落成式

特殊学級を開設

コンピュータ室設置

相談室を新設

創立５０周年記念の会を西北地域市民センターにて開催

体育館照明設備改修

広域イントラネット防災パソコン(ＴＶ会議システム)設置

玉野市教育委員会指定中学校研究発表会

研究主題「豊かな心の育成－豊かな人間関係づくりを通して－」

平成１８年度二学期制施行校に指定

運動場南側防球ネット改修

体育館校歌パネル完成

NIE実践校に指定

創立70周年記念講演会開催

スマホサミット2017参加

職業体験・起業体験プロジェクト（岡山県委託事業）

優良実践校発表「キャリア教育を柱とした中学校区一貫教育の取組」玉野

市教育委員会指定中学校区研究発表会

研究主題「キャリア教育の視点にたった、生きる力を育む教育課程の工夫」 ～

キャリア発達を促す体験活動を柱として～

普通教室エアコン工事完成

生徒用学習用端末整備

玉野市教育委員会指定「未来の学校づくり推進モデル校」

第１線校舎トイレ改修

JAET学校情報化優良校認定

文部科学省指定「リーディングDXスクール事業」

おかやま学び大賞最優秀賞受賞「桜花祭実行委員会」

全クラス７５型電子黒板寄贈

山に囲まれたのどかな田園地帯で、兼業農家が多いが、昨今では岡山市等のベットタ
ウン化が進んでいる。新興住宅地の造成が続き、一戸建て住宅が多い。一小学校一中
学校ということで、地域の教育への関心は高く、協力的である。保護者も学校の教育方
針を応援している。

学 年 学級数 男 子 女 子 計

１ ４ ７０ ４６ １１６

２ ４ ５９ ６５ １２４

３ ３ ６４ ４９ １１３

特別支援学級 ３ （１２） （３） （１５）

計 １４ １９４ １５９ ３５３

年 度 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ ４ Ｒ ５ Ｒ ６ Ｒ ７ Ｒ ８ R9 R10

生徒数 ３４１ ３４０ ３４５ ３４３ ３４８ ３５3 ３６３ 357 ３４４

学級数 １４ １３ １３ １４ １４ １４ １5 15 １４

進 学
就 職 他 合 計

国公立全日制 公立定時制通信制 私立全日制 私立通信制

７８ ６ ２１ ２ ０ １０７

職員朝礼 ８：２０～ ８：３０

登校タイム ８：２０～ ８：３０

スタートT ８：３０～ ８：３５

１校時 ８：４５～ ９：３５

２校時 ９：４５～１０：３５

３校時 １０：４５～１１：３５

４校時 １１：４５～１２：３５

給 食 １２：３５～１３：０５

休 憩 １３：０５～１３：２５

５校時 １３：２５～１４：１５

６校時 １４：２５～１５：１５

下校T １５：３５～１５：４０

各教科の時間数 １年 ２年 ３年

技術・家庭 ２ ２ １

英 語 ４ ４ ４

道 徳 １ １ １

学 活 １ １ １

総合的な学習 １ ２ ２

計 ２９ ２９ ２９

校訓： 明るく 正しく たくましく
学校教育目標： 主体的に学び、主体的に行動する生徒の育成

～志を胸に自らを律しながら、
愛されることを大切にし、未来創造へ挑戦していく生徒の育成をめざして～

目指す学校像： 生徒が笑顔で活躍する学校
目指す生徒像： 志を持ち、愛されながらポジティブに挑戦する生徒
目指す教師像： 自らをアップデートし続け、生徒を主語にした教育活動を実践す

る教職員

１．沿革の概要

２．学区の概要

３．学校の概要

（１）生徒数・学級数

（２）生徒数の推移

（３）進学状況（令和６年度）

（４）時程表
月・水時程 火・木・金時程

※水はSHR無し、１４：２０～掃除

※ DUC ： DIGITAL UTILIZATION CLUB

部活動の休業日実施は令和8年度までに地域移行されます。

生徒が主役のみんなの学校

各教科の時間数 １年 ２年 ３年

国 語 ４ ４ ３

社 会 ３ ３ ４

数 学 ４ ３ ４

理 科 ３ ４ ４

音 楽 1.5 １ １

美 術 1.5 １ １

保健体育 ３ ３ ３

（５）各教科の時数

SHRは月１回、図書時間、生徒会定例会

【荘内中学校のミッション】
教育ＤＸを推進し、生徒の新しい学びと教職員の働き方を具現化して、令
和の中学校教育を創造する。

【生徒の状況】
誠実で積極的に様々な活動に取り組み、
ルールを守ろうとする意識は高いが、一小
一中のためか、人間関係トラブルの解決力
が低く、コミュニケーション能力に課題が
ある。また、特別な支援が必要な生徒の割
合は高く、きめ細やかな支援体制が必要
である。

未来社会で活躍できる人材育成

職員朝礼 ８：２０～ ８：３０

登校タイム ８：２０～ ８：３０

スタートT ８：３０～ ８：３５

１校時 ８：４５～ ９：３５

２校時 ９：４５～１０：３５

３校時 １０：４５～１１：３５

４校時 １１：４５～１２：３５

給 食 １２：３５～１３：０５

休 憩 １３：０５～１３：２５

５校時 １３：２５～１４：１５

SHR １４：２０～１４：５０

掃除 １４：５０～１５：００

※学活はSHR×２で計上

（６）生徒組織

①生徒会組織
・生徒会４役（会長、副会長、書記、会計）
・生徒会専門委員会（風紀、体育、環境、図書、給食）
・代議員会
・学校生活向上プロジェクトチーム（学プロ）
②部活動
野球、バレーボール、ソフトテニス、卓球、陸上競技、バスケットボール、
吹奏楽、パソコン、美術、科学探求



月 お も な 学 校 行 事

４月

１学期始業式 入学式 生徒会オリエンテーション 身体測定
避難訓練①   委員任命式 ３年生全国学力学習状況調査
１・２年生岡山県学力学習状況調査 ＰＴＡ総会（紙面開催） 個人懇談 ２・３年学

力診断テスト

５月
体育会 ３年修学旅行 １年学力診断テスト
生徒総会・ルールメイキングサミット 参観日      

６月 教育相談月間、２・３年学力診断テスト 備前西地区大会 自由参観日

７月 ３年大学訪問・企業見学 性教育講演会 三者懇談 １学期終業式 県総体

８月 登校日 学習相談日 ３年学力診断テスト

９月
２学期始業式 学習強化月間 ２年生宿泊研修 自由参観日 生徒会役員選挙
全学年学力診断テスト

１０月
学級・学年弁論大会 備前西地区大会 中学生活スタートプログラム 委員任命
式 合唱コンクール ２年こみゅトレDX 全校プレゼンサミット

１１月

県秋季大会 全学年学力診断テスト 地域振興イベント桜花祭（予）
２年生職業体験（チャレンジワーク） 自由参観日
３年生到達度テスト 弁当の日 ３年生進路懇談・進路説明会 後期生徒総会

ルールメイキングサミット、全校アンガーマネジメント研修

１２月
１年芸術鑑賞 人権集会・ルールメイキングサミット １年防犯教室 ２年薬物乱用
防止教室 避難訓練② 三者懇談 ２学期終業式

１月
３学期始業式 全学年学力診断テスト ３年生一斉面接指導 私立１期入試
中学生活スタートプログラム②

２月
教育相談月間 公立特別入試 新入生保護者説明会（紙面開催）
１・２年生参観日 私立２期入試 荘内バトンタッチサミット

３月 ３年直前テスト 公立一般入試 卒業証書授与式 避難訓練③ 修了式

校 歌 
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５．行事予定

４．本校の教育概要

適正規模校として文部科学省が目指す令和の日本型教育の具現化を推進

◆すべての教育活動で生徒を主語にした主体性育成のための教育活動を推進
◆学校を小さな社会として捉え、社会組織の構成をイメージして全組織を運用
◆教職員はコーディネーターとして生徒を支援
（１）生徒会会員活動の充実（行政組織）
※月1回全校生徒の生徒会定例会開催

①全校生徒のシチズンシップを醸成し、生徒が学
校（社会）づくりを推進
②各委員会は上位目標達成のための活動方針や
課題解決案の企画・運営を実施
③生徒会予算は生徒が管理運営（予算委員会実施、自動販売機売上管理）
④生徒会会員規則を生徒が運用し、自分たちで決めたルールをみんなのために守る意
識を醸成（校則廃止）
（２）学校生活向上プロジェクトチームの充実（通称「学プロ」、各学年有志で結成）
①行政機関の穴を埋める自治組織として、学力向上や探求学習、各種行事、ボランティ
ア活動等の取組の充実を生徒が企画・運営
②各種トレーニング時間の運営やChromebookの管理等にも活躍
（３）PBISの理念により積極的な生徒指導を推進
①GOODBEHAVIOR ＣＡＲＤにより、生徒の適切な行動を教師や保護者が賞賛し
て自己肯定感を向上（各学校場面で教職員が生徒の行動を適切に評価）

生徒の主体性を育成

◆「先行学習を基盤とした協働的な学び」を
全教科で推進
◆「２か月サイクル学習」で学びに向かう自
己調整力を育成
◆教育DX時代の新しい学びを創造
（１）先行学習課題・週課題の提示
①教科書を読解した後に、スタディサプリ動画視聴等による先行学習課題を提示
②週単位の課題を各学年で提示（家庭学習の充実を推進）
（２）授業における協働的な学びの推進
①自分の考えを明確にもち、互恵的な関係の中で協働的な学びを推進し、他者の
考えを理解しながら自分の考えを修正し、更に精度を高めていく学習活動を充実
コンピテンシー育成による自由進度学習の活性化
②説明し合ったり、教え合ったりする活動によりアウトプット場面を増やし、学力定着
を推進
③学級を課題解決型集団に育成（全員がわかる事に喜びを感じる意識の醸成）
（３）２ヵ月サイクル学習の実施
２か月周期で学力診断テストを実施し、自分の弱点克服に向けた取組を計画・実践
していく２か月間の学習サイクルを推進
（４）スタディサプリやドリルパーク、モノグサ、Singドリル等を活用し、個別最適化
学習を推進
（５）単元末テストの再チャレンジ可能
単元テスト・パフォーマンステスト後、再チャレンジの機会（１回）を設け、評価の修
正に挑戦可能

多様なまなびの場の整備で「みんなの学校」づくり

◆多様な課題を抱える生徒への適切な支援のため多様な学びの場を充実
◆個別の支援計画に基づいた支援サイクルを推進（関係機関との連携等）
（１）多様なまなびの場の整備
①通常学級における適切な支援を推進
②ほっとルーム（自立応援室）利用
・不登校生徒の利用や教育相談、クールダウン等、様々
な課題で柔軟に活用
・所属学級のオンライン授業参加も奨励
③スマイル教室（通級指導教室）の充実
・通常学級に在籍し発達障害等で個別の支援が必要な
生徒への通級指導を実施（サテライトで宇野・山田中へ派遣）
④特別支援学級での適切な支援を推進
・自閉症情緒障害学級では、集団適応力を育成し、早期退級による通常学級転籍
を推進（高校生活適応を実現）
・知的障害学級では、生活体験学習を重視して社会で活きる力の基礎を育成推進
（２）インクルーシブ教育システムの理念を醸成
・生徒に共生社会の担い手となるための理念を徹底して指導

SYOUNAIみらい学でキャリア教育を推進

◆Society5.0社会で幸福な生き方を実現できるキャリア教育を推進
◆中学校区一貫教育の中で系統的なキャリア教育を充実
（１）キャリア教育をあらゆる教育場面で実施
①学校で行う教育活動のすべての場面で望ましいキャリア教育の視点による支援を徹底
②教職員は未来の働き方や社会構成を意識してコーディネート
（２）総合的な学習の時間の充実
①「ＳＤＧｓ探究学習」「キャリア探究学習」を柱として3年間の指導計画を推進
②金融教育や貧困教育等の現実社会で必要不可欠な知識習得を推進し未来社会を生き
る志を育成
（３）年間をとおして各種トレーニング時間を設定
①「こみゅトレ」（コミュニケーショントレーニング）、「ねっトレ」（ネットリテラシー等の情報
活用能力トレーニング）、「まなトレ」（学び方トレーニング）の時間を効果的に推進し、未
来社会で必要な資質・能力を育成
（４）ＥＮＡＧＥＥＤ社の人材育成教材を導入
①未来社会の担い手として必要な思考を育む人材育成教材を３年間をとおして活用
（５）Ｃｈｒｏｍｅｂｏｏｋの徹底活用（Google for Educationを常時使用）
①生徒会や学プロ、部活動その他の活動でキャリア教育の視点によるＣｈｒｏｍｅｂｏｏｋ
活用を推進することにより未来の学びや働き方の基礎能力を育成

教職員の働き方改革を実現

◆教職員の業務改善に徹底して取り組み、ＩＣＴ化による業務の効率化を推進
◆持続可能な学校づくりを推進する機運を醸成し、教職員がワークライフバランスを意
識した働き方を推進（教職員の自主的業務の見直し）
◆時間外在校等時間について、法に従い月４５時間以内を推進

校歌動画学校HP 進めよう！協同学習

荘内まなびスタイルで真の学力育成
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